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The Historical Distinctions of Pre-literacy, 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































た J. グディは、この点をレビ = ストロー
ス的語彙をアイロニカルに援用して、「野
生の思考の飼いならし」（Goody 1977, The 













を増強するためである（A. Wasswa & F. 
Miirima 2007, Unveiling Witch-craft, 
Kampala）。また北タンザニアではこの 10
数年、アルビノの殺人事件が続発し社会問
題になっている。ウィッチ・ドクター用の
「材料」となっているという。
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